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建設CADデータ交換コンソーシアム

2次元CAD図面データ交換基準の開発
～DXF運用ガイドラインとデータ交換用CADレイヤ基準～

建設コラボレーション実現のための図面データ活用基盤の統合に向けて

近年では、電子商取引またはEC（Electronic Commerce）という言葉を頻繁に耳にする
ようになりましたが、これは、業務で扱う情報や取引の電子化を進め、業務革新を推進し
ようとする試みで、現在、わが国においても大きなトレンドとなりつつあります。
当C-CADECは、平成8年の発足以来、こうした状況に早くより注目し、建設分野の設

計・製造データの効果的な共有・交換環境実現に向け、業界を取り巻く標準化動向を考慮
しながら、現実の業務に役に立つ標準化や技術開発に取り組んでいます。



図面交換の現状

建設産業では、プロジェクトに関わる関係者が多種多様であるため、異なるCADシステム間で頻繁に
データが交換されます。この場合、図面を線や文字、記号等の描画要素で構成される２次元データ（以
下、「描画データ」という）として交換するのが日常的な姿となっています。しかしながら、こうしたデ
ータ交換については様々な問題点が指摘されており、必ずしも効果的な描画データ交換を実現するには
至っていないのも実状です。

C-CADECでは、こうした問題認識に基づき、描画データの円滑な交換と効果的な業務活用に資する基
盤整備推進を活動目標の一つとしてきました。この第一段目の取り組みとして、DXFの運用ガイドライ
ンとデータ交換用のCADレイヤ基準の作成に取り組んできました。

DXF運用ガイドラインの作成

DXFについては、異なるCADシステム間のデータ交換において、業界標準的に用いられてはいるもの
の、変換トラブルが多いことも知られています。こうした状況を解決していくためには、現在流通して
いるCADシステムの特性を考慮しながら、曖昧さが残るDXFの仕様の解釈方法に一定のルールを示すこ
とが一つの方法となります。このため、本取り組みでは、データ交換障害の原因となる可能性が高いDXF
の仕様を対象に、その解釈方法にルールを示したガイドラインを作成しています。

データ交換用CADレイヤ基準の開発

本CADレイヤ基準は、図面間相互の調整が多い生産設
計段階の総合調整図の作成プロセスを効率化することを
主たる目標に、他の図面交換にも適用できるよう開発し
たものです。また、作図のためのCADレイヤではなく、
データ交換のためのCADレイヤを対象としています。

■本CADレイヤ基準の特徴■
利用者は、独自に作成したCADデータと本基準との間

のレイヤ変換を行うことにより、今までの作成方法を変
えることなく、異なるCADシステムあるいは業務間で、
共通的なレイヤを用いたCADデータ交換を行うことがで
きるようになります。
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レイヤ変換プログラムの開発

本基準に準拠したCADレイヤを利用するためには、利用者が自ら対応テーブルを作成するか、CADベ
ンダー等から変換プログラムの提供を受ける必要があります。こうした状況を踏まえ、当コンソーシア
ムでは、利用者が簡易に本基準を活用できるよう、各CADデータと本基準との間のレイヤ変換プログラ
ムを開発しています。

■本CADレイヤ基準の構成■
本CADレイヤ基準は、建物を構成する柱、壁等の「建物要素」、文字や記号、単線／複線等の図面上の

「表現」、設備等の設置場所を示す「取付部位」のパートにより構成されます。これにより、レイヤは各
パートの要素を組み合わせて定義できます。

■レイヤ定義の事例■
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（財）建設業振興基金

本活動参加メンバー

※平成11年3月末現在

お問い合わせ先

建設CADデータ交換コンソーシアム
代表　財団法人　建設業振興基金

〒105-0001 東京都港区虎ノ門4-2-12虎ノ門4丁目森ビル2号館

TEL  03-5473-4573 FAX  03-5473-1593
URL  http://www.kensetsu-kikin.or.jp/c-cadec/
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